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12・ガリウムシンチグラフィにおける骨・骨髄集積症

　　例に関する検討
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木村　浩彦　　松田　　豪

目崎行雄　　友井正弘
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松下　照雄

林　　信成

（福井医大・放）

　症例1：早期胃癌の播種性骨髄転移．症例2：緑色腫

を合併した骨髄線維症．症例3：原発性骨髄線維症（悪

性細胞は非確認）．症例4：悪性リンパ腫の化学療法前

後（化学療法後，骨・骨髄描画増強）．症例5：FUOで

治療的診断としての抗結核療法にて下熱．熱発時骨・骨

髄に強く集積したガリウムが下熱後消失．以上5症例を

提示した．悪性疾患以外でも比較的強いガリウムの骨・

骨髄集積をみとめる症例はたびたび経験されるが，悪性

疾患を否定するためには，MRI，骨スキャンなどの他の

画像診断手技や臨床情報を総合して診断する必要がある

と考えられた．

13．Soft　tissue　tumorにおけるGa・67　citrate腫瘍シン

　　チグラフィの検出能
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　整形外科領域の軟部腫瘍については，非侵襲的方法に

よる良悪性の鑑別が求められている．その一手段として

の67Ga－citrate腫瘍シンチグラフィの集積率・集積度を

検討した．対象は組織診断の確定した53症例である．集

積度を（一）（＋）（十ト）の3段階で評価した．良性腫瘍で

は（一）が28例，（十）が9例，（壮）が2例であり，集積

率28％であった．一方悪性腫瘍では（一）が2例，（＋）

がli例，（井）が11例で，集積率は86％であった．集積

率，集積度ともに悪性腫瘍に高い傾向を認め，良悪性の

鑑別にある程度有用と思われた．良性腫瘍では，Neuri－

noma，　Neurofibroma，　Desmoidで集積率が高かった．

67Gaシンチグラフィによる全身検索により初めて再発

病巣が検出しえた3例も経験した．

14．鼻・副鼻腔領域におけるGa・67　scanの臨床的意義

　　と限界
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　鼻・副鼻腔領域の疾患を有する患者23例にGa－67

scanを施行し，その臨床的意義と限界について検討した．

病変部へのGa－67集積の程度は，鼻腔のGa・67濃度を

基準として陰性，弱陽性，陽性，強陽性の4段階に分類

した．その結果，上顎癌9例を含む13例の悪性腫瘍は，

いずれも陽性あるいは強陽性であった．嚢胞性疾患のう

ち術後性上顎嚢胞2例，mucocele　3例はいずれも陰性で

あるのに対し，pyocele　2例は強陽性であった．また炎

症性疾患のうち慢性副鼻腔炎2例は弱陽性であるのに対

し，急性副鼻腔炎1例は強陽性であった．これらのこと

より，Ga・67　scanは悪性腫瘍と感染を伴わない嚢胞性

疾患，および悪性腫瘍と慢性副鼻腔炎との鑑別の一助と

なると思われた．また，副鼻腔炎の活動性の判定および

mucoceleとpyoceleとの鑑別に有用と思われた．しか

し，悪性腫瘍と活動性炎症性疾患との鑑別は不可能であ

リ，この点がGa・67　scanの限界と思われた．

15．Pb203　chlorideのがん親和性
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（㈱第一ラジオアイソトープ研究所）

　Pb－203は半減期52時間でEC崩壊し，安定な203T1

となる．そのさい100崩壊あたり279keV，401　keV，680

keVのγ線をおのおの80．8個，3．8個，0．8個の割合で放

射する．担吉田肉腫結節ラットと炎症惹起ラットに塩化

鉛（Pb－203）溶液を静注して腫瘍，炎症および臓器組織へ

のPb－203の取り込み率を求めた．これらの値を6？Ga－

citrateの値と比較した．その結果，　Pb・203の腫瘍への

取り込み率は67Gaの約半分であり，炎症巣，筋肉への

取り込み率も67Gaに比較して非常に小さかった．しか
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し血液，腎臓，骨への取り込み率は67Gaよりはるかに

大きかった．Pb・203は肝臓，脾臓肺，小腸などへの

取り込み率も67Gaより小さく，腫瘍描画剤として有望

と考えられた．

lateral　columnが描出され，同部位はMRIのT2強調画

像でhigh・intensityを示した．骨シンチは壊死部位と

revascularizationの鑑易｜」が容易であり，一方MRIでは

骨シンチでは不明の骨頭の解剖が詳細に描出された．

16．99mTc・PMTが塞栓術後の経過観察に有用であった

　　肝細胞癌の一例
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　リピオドール動注および肝動脈塞栓術（以後Lip・TAE）

を3回にわたって行った肝細胞癌の症例で，その前後に

99mTc・PMTシンチグラフィ（以後PMT）を施行した．

PMTはLip・TAE直後のCTでは良好なLip沈着のた
め同部の壊死の有無の判定が困難な病変部に一致して

hot　spotを認め腫瘍残存が疑われ，　Lip－TAE後CTの

欠点を補いうる場合があることが示唆された．またLip・

TAE後のCTで描出が不明瞭であった再発腫瘍，　cr

で描出された再発腫瘍の一部に明瞭な集積を認め経過観

察に有用であった．しかし，CT，血管造影では描出され

る小さな腫瘍の描出はなく，主にガンマカメラの分解能

とバックグラウンドとの重なりが原因と思われた．

17．Legg・Perthes病における骨シンチとMRIの比較

　　検肘

18．骨シンチグラフィによる透析患者における異所性

　　石灰沈着の検出
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　透析患者にける骨外性集積の部位とその頻度，および，

骨シンチグラフィにより検出された透析患者の異所性石

灰沈着の単純撮影，CTによる検出能について検討した．

透析患者217例中19例（8．8％）に骨外性集積を認め，そ

の部位は，腎臓14，肺7，血管壁7，軟部組織5，胃2，

心臓2，計37集積であり，腎臓と肺の組み合わせが19例

中6例（32％）と最も高頻度であった．骨シンチグラフィ

で骨外性集積として認められた37部位のうち，単純撮影

で石灰沈着が検出できたのは18部位（49％）であった．

CTが施行されたのは37部位中18部位であリ，　CTで石

灰沈着が検出できたのは12部位（67％）であった．すな

わち，単純撮影あるいはCTでは検出できない異所性石

灰沈着を骨シンチグラフィで検出することが可能であっ

た．

大島統男伊藤健吾深津博
佐久間貞行　　　　　　　　　　（名古屋大・放）

吉橋　裕治　　　　　　　　　　　　　（同・整）

　今回，臨床的ならびにX－Pにて診断のついたPerthes

病の初期病変につき骨シンチとMRIを同時期に施行し

比較検討する機会を得たので報告する．対象は年齢6～

12歳，男性10，女性2の計12例である．骨シンチは小

型ガンマカメラにピンホールコリメータを使用し撮像し

た．MRIはGE　1．5テスラ，　Picker　O．5テスラなどを使

用し，T1強調，　T2強調画像を得た．

　結果は，骨シンチ，MRIともにPerthes病の初期病

変を検出できた．X・P上の壊死期では骨シンチは欠損を

示しMRIは低信号を示した．硬化期では骨シンチで

19．昇圧時における正常筋肉血流の反応

　　一133Xeクリアランス法による測定一

瀬戸　幹人　　分校　久志
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杉原信土屋弘行

利波紀久
　（金沢大・核）

富田　勝郎

　　（同・整形）

　悪性腫瘍の昇圧化学療法においては，正常組織と腫瘍

の相対的血流比が変化すると考えられているが，昇圧時

の正常筋肉血流変化を検討することを目的として，133Xe

生食液筋注クリアランス法にて5例の上肢筋血流を測定

した．被検者の安静時収縮期血圧および心拍数は104土

10．9（mmHg）および70．4士3．3（beats／min）に対し，昇圧
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